
利用者様の自立した生活を支援する
ためのサービスを提供します。

利用者様の生活と生き方を尊重した
サービスを提供します。

利用者様中心のサービスを
提供します。

基本的人権の確保と擁護
〜人間を大切にするサービスの提供〜

48
2017年

号えがお
小樽育成院だより 平成29年12月発行

社会福祉法人 小樽育成院  運営理念

毎 年 1 0 月にロ ース 幼 稚 園 児さん が 、養 護 老 人 ホーム 小 樽 育
成 院 でお遊 戯 や 歌 を披 露 するため 来 訪しています。園 児さん 
との手遊びに満面の笑顔で応えている利用者様。
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サ
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施
設
で
の
利
用
者
様
の
生
活
は
、
買
い
物
や
通
院
、

ご
家
族
や
友
人
の
方
々
と
の
外
出
、
近
隣
へ
の
散
歩
、

部
屋
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
な
ど
、
皆
さ
ん
自
由
に
思
い
思
い
の
生
活
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
齢
を
重
ね
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
へ
は
、

施
設
職
員
が
生
活
全
般
に
お
い
て
個
々
の
状
態
に
応

じ
、
そ
の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
様
々
な
面
で
支

援
を
し
て
い
ま
す
。　

　

特
定
施
設
の
併
設
に
よ
り
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時

も
、
居
場
所
を
変
え
ず
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
難
し
い
行
政
等
へ
の
手
続
き
や
各
種
相
談
、

個
々
の
健
康
状
態
を
考
慮
し
た
食
事
提
供
、
心
身
の
健

康
管
理
な
ど
、
多
職
種
と
の
連
携
に
よ
り
一
人
ひ
と
り

に
必
要
な
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
居
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
い
つ
で
も
見
学
・
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

オ
タ
モ
イ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者

様
に
、
季
節
感
と
非
日
常
性
を
実
感
し
て
頂
こ
う
と
、

年
間
行
事
と
し
て
、「
季
節
の
ド
ラ
イ
ブ
」
や
「
屋
外

昼
食
会
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
5
月
中
旬
に
春
の
ド
ラ
イ
ブ
で
「
新
南

樽
市
場
」な
ど
へ
買
い
物
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
屋

外
昼
食
会
」
と
し
て
、
7
月
に
セ
ン
タ
ー
前
の
ポ
ー
チ

で
美
味
し
く
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
に
向
け
て
は
「
餅
つ
き
会
」
や
「
ク
リ
ス

マ
ス
会
」
な
ど
を
実
施
し
、
利
用
者
様
に
、
楽
し
ん
で

参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
企
画
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
実
施
す
る
活
動
と
し
て
月
間
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、「
音
楽
セ
ラ

ピ
ー
」や「
絵
画
サ
ー
ク
ル
」な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
利
用
者
様
に
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
関
わ
ら

せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た
利
用
者

様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る

よ
う
に
各
介
護
事
業
所
や
行
政
、
民
間
の
支
援
者
様
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
支
援
業
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
様
を
支
え
る
ご
家
族
の
相

談
相
手
と
な
り
、
少
し
で
も
ご
家
族
が
ご
自
分
の
生
活

や
健
康
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
手
助
け
に
な

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
様
と
ご
家
族
の
思
い
を
理
解
し
、
必
要
な
情

報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
様
ご
自
身
が
最
適

な
支
援
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

職
員
１
名
の
退
職
に
伴
い
12
月
よ
り
北
西
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
会
に
居
宅
支
援
の
在
り
方
や
支
援
方
法
に
つ
い
て
も

見
直
し
、
こ
れ
か
ら
も
新
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
地
域
の

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
小
樽
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
、
市
内
の
北
西
部
に
お
住
い
の
高
齢
者
の
方
々

の
相
談
事
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
ご
存
知
で
す
か
？

平
成
28
年
10
月
か
ら
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
資
格
を

有
し
た
専
門
の
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
ご
本
人
や

ご
家
族
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
、
認
知
症
の
方
に
つ

い
て
、
ご
本
人
、
ご
家
族
、
民
生
委
員
な
ど
か
ら
相
談

を
受
け
た
と
き
に
家
庭
訪
問
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
た
支
援
の
方
向
性
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら

検
討
し
、
ご
本
人
、
ご
家
族
の
自
立
し
た
生
活
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。「
こ
ん
な
相
談
し
て
い
い
の
か
な
？
」

な
ど
、
ご
心
配
な
さ
ら
ず
、
安
心
し
て
市
内
地
域
に
あ

り
ま
す
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
感
染
症
を
予
防
し
、

ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
、「
委
員
会
の
設
置
」「
指

針
の
整
備
」「
研
修
の
実
施
」
等
の
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
施
設
で
は
毎
年
研
修
計
画
を
作
成
し
、
感
染
症
の

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
研
修
が
10
月
下
旬
に

開
催
さ
れ
、
小
樽
市
保
健
所
の
保
健
師
を
講
師
と
し
て

招
き
、
感
染
症
に
つ
い
て
の
講
義
、
吐
物
処
理
の
方
法

を
実
技
を
交
え
て
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ウ
イ
ル
ス

を
「
持
ち
込
ま
な
い
、
持
ち
出
さ
な
い
、
拡
げ
な
い
」

を
合
言
葉
に
「
職
員
が
普
段
か
ら
意
識
を
持
つ
」
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
研
修
や
実
習
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
感

染
症
予
防
に
向
け
て
の
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
日
々
実

感
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
様
が
安
心
・
安
全
に
健
康
で

楽
し
く
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
最
善
を
尽
く
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ドライブで新南樽市場に買い物

児童民生委員等で構成する地域ケア会議 保健師による研修会の様子、職員は真剣

医務室で嘱託医による診察

食堂で昼食のおかずバイキング、どれにしようかね？

太鼓をたたいて、気分は最高

特養やすらぎ荘内に当事務所があります

新人を入れてスタート、宜しくお願いします

福祉センターで行われた介護予防教室 感染症対策の技術実習も本番さながらに

広
報
活
動
の
取
組
み

　

平
成
29
年
度
か
ら
国
の
法
律
改
正
に
よ
り
社
会

福
祉
法
人
改
革
に
基
づ
く
事
業
運
営
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
改
革
の
柱
と
し
て
『
経
営
組
織
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
（
統
治
）
の
強
化
』『
事
業
運
営
の
透
明

性
の
向
上
』『
財
務
規
律
の
強
化
』『
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
取
組
み
を
実
施
す
る
責
務
』
が
社
会

福
祉
法
人
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
で
は
、
柱
の
一
つ
で
あ
る
『
事
業
運
営

の
透
明
性
の
向
上
』
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
財
務
状
況
や
事
業
運
営
状
況
を
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
施
設
等
の
案
内
紹
介
や
主
な
行
事
等
に

つ
い
て
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
様
や
ご
家
族
様
に
、
こ
れ
ま
で

４
月
と
８
月
の
年
２
回
、
広
報
誌
「
え
が
お
」
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
は
12
月
に

も
発
行
し
、
年
３
回
に
増
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
法
人
の
予
算
及
び
決
算
事
項
を
は
じ
め
、
各

施
設
が
取
組
ん
で
い
る
行
事
や
お
手
伝
い
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
方
の
様
子
な
ど
、
様
々
な

視
点
か
ら
そ
の
内
容
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
紙
面
で
あ
り
ま
す
が
、
ご
意
見
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

社
会
福
祉
法
人 

小
樽
育
成
院

えがお　Vol.48えがお　Vol.48



～地域との連携～

「社会福祉法人懇話会
しあわせネットワーク・おたる」
の船出　

オレンジかふぇの始動

事業活動の取組

～これからの施設の取組み～

　この時期、当法人施設では消防計画に基づき養護小樽育成院、特養やすらぎ荘、オタモイデイサービスセンター
の施設職員等からなる自衛消防隊による火災通報訓練・初期消火訓練・避難誘導訓練を合わせて実施しています。
特に、高齢者が生活する施設の夜間の火災や災害では、配置職員が少なく、重介護の利用者様の避難誘導では、人
手が不可欠であることから近隣のオタモイ町会の住民や近隣に住む職員による支援は必要であり、町会の方にはこ
うした機会を利用して避難誘導路の確認等も行って頂いています。この日も山田雅敏町会長はじめ町会の方々が10

名程参加していただく中、利用者様の避
難誘導訓練の支援をして頂き、大変心強
く感謝しているところであります。また、
非番の職員間の連絡体制も4年前から火
災現場施設からの緊急メールを一斉発
信することで全職員に支援要請するシス
テムを構築しているところでもあります。

　事業活動としては、生活困窮者への
緊急生活支援として各社会福祉法人
が備蓄している非常用食品（非常食乾
麺・缶詰）などの提供や必要物品要請
への協力を行うこと、交流会を開いて
地域ニーズの共有と課題解決に向けた
意見交換を行うこと、加えて社会福祉
の仕事の楽しさ・喜びなどを市民に周
知しながら福祉の人材確保・育成を行
うために、説明会・相談会を開催する
ことなどを想定しています。

　小樽市は比較的災害の少ない地域と言われています。オタモイ地区に
ある当施設も位置的には小樽市が示しているハザードマップ(被害予想地
図)の土砂災害や津波の危険区域に該当していませんが、近年、全国的に
異常気象より大雨による土砂災害や河川の氾濫で大きな被害を受けてい
る高齢者施設も多く報道されています。このことを肝に銘じ、平時からの
火災訓練は勿論のこと、土砂災害・地震などを想定した防災計画や訓練
を継続的に行うことが、ここで生活をしている利用者様の安心・安全な
施設づくりに繋がるものと確信しています。『災害は忘れた頃にやってく
る』という諺もあり、普段からの災害への対策等を講じていかなければな
らないものと考え、これからも訓練の充実に努めていきます。

社会福祉法人の社会貢献とネットワーク

育成 院 で の 町会 の方々による避 難 
誘導支援

喫茶店前に看板を用意して、さあースタート 喫茶内部は大忙し この時には、何組かの相談もありました

やすらぎ 荘 で の 町会 の方々による 
避難誘導支援

～法人の使命と求められるもの～

　小樽市内の社会福祉法人など１７団体は、平成29年10月12日、 
「社会福祉法人懇話会しあわせネットワーク・おたる」（代表=福森
和千代・社会福祉法人小樽育成院理事長）を発足させ小樽市内のホ
テルで発会式を行いました。
　新組織は社会福祉法人による地域社会への貢献が求められる
中、小樽市社会福祉協議会、北海道宏栄社、後志報恩会、小樽育成
院の４団体が呼びかけ、「地域における公益的な取組を進める」こと
や「地域を基盤とした共生
社会の形成に寄与する」こ
と、「社会福祉人材（ボラ
ンティア含）の確保・育成
を図る」ことなどを目的と
して事業活動を展開するこ
とになりました。

　社会福祉法人小樽育成院では、地域に対して発信している取組みの一つにオレンジかふぇがあります。これは認
知症の方やそのご家族、支援する人達が集いお茶を飲みながら情報交換等を行い、経験者の話を聞いたり悩みを打
ち明けたりできる場です。平成29年7月より毎月第２火曜日、特別養護老人ホームやすらぎ荘のわいわい広場喫茶コ
ーナーで開催しています。
　その他、小樽市内ではオレンジかふぇが6箇所あり、その内3箇所が社会福祉法人で運営されています。開催頻度
は毎月又は隔月に１回、時間は２時間～４時間程度となっています。
　是非、ご利用頂きたいと思います。お待ちしています。

市内各法人の代表や役員が出席福森代表の発会式挨拶

火災訓練と地域との連携
～「秋の火災予防運動」から～

　去る10月13日、小樽市消防署による「秋の火災予防運動」の一

環として養護老人ホーム小樽育成院において、小樽市の救助工作

車や大型水槽車等の消防車両7台と隊員26名、消防団第18分団4

名のほか、養護施設職員20名、オタモイ町会住民10名の参加のも

と、放水訓練や梯子車による屋上からの救出訓練などの大規模な

火災予防防御訓練が行われ、無事、訓練は終了しました。

４台の
ポンプ車から

一斉放水

３階 に 取り
残 さ れ た 方
を 梯 子 車 で

救出

えがお　Vol.48えがお　Vol.48



　

前
回
「
え
が
お
」
47
号
で
特
集
『
蘭
越
町
上

里
地
区
の
小
樽
育
成
院
の
開
墾
地
を
訪
ね
て
』

と
題
し
て
、
初
代
院
長
の
輿
水
伊
代
吉
氏
の
石

碑
が
こ
の
地
区
に
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
掲

載
し
ま
し
た
。
今
回
は
、こ
の
石
碑
の
礎
石
（
台

座
の
部
分
）
を
修
復
さ
せ
て
頂
い
た
と
い
う
お

話
で
す
。

　

さ
て
、
初
代
院
長
輿
水
伊
代
吉
氏
の
石
碑
の

建
立
は
、
院
長
が
逝
去
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和
17

年
で
、
石
碑
の
裏
面
に
は
「
昭
和
17
年
9
月
8

日
財
団
法
人
小
樽
育
成
院
建
立
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
建
立

後
75
年
の
歳
月

が
経
っ
て
い
ま

す
が
、
建
立
当

時
は
太
平
洋
戦

争
中
で
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
の
春
に

清
掃
奉
仕
に

行
っ
た
際
、
礎

石
箇
所
の
隙
間

か
ら
蔦
が
伸
び

て
お
り
、
そ
の

根
を
引
き
抜
く

と
隙
間
が
大
き

く
広
が
る
様
子

を
見
て
、
こ
の

ま
ま
で
は
崩
壊

の
危
険
が
あ
る
の
で
は
と
参
加
し
た
職
員
全
員

が
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
早
速
、
上
里
地
区
の

方
々
に
こ
の
こ
と
を
話
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
石

碑
は
上
里
地
区
で
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
地
域

住
民
の
高
齢
化
と
過
疎
化
に
よ
り
管
理
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。」
と
の
話
を
お
聞
き
し
、
こ

の
こ
と
を
法

人
に
持
ち
帰

り
検
討
し
ま

し
た
。
石
碑

は
孤
児
院
経

営
時
代
に
経

済
的
自
立
を

図
る
た
め
農

地
を
開
墾
し

た
地
に
建
立

さ
れ
、
法
人

に
と
っ
て
は

貴
重
で
大
切

な
遺
産
で
あ

り
、
育
成
院

史
に
永
遠
に

語
り
継
ぐ
べ

き
も
の
で
あ

る
こ
と
を
確
信
し
、
来
年
の
創
立
1
2
0
年
周

年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
修
復

し
て
寄
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
元
の
石
材
業
者
の
方
か
ら
、「
こ
の
石
は
当

時
戦
時
中
で
物
資
が
な
い
時
代
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
東
北
方
面
か
ら
採
石
さ
れ
た
も
の
で
、
硯

石
に
も
使
用
さ
れ
る
貴
重
な
石
材
で
す
。」
と

お
聞
き
し
、
当
時
の
輿
水
氏
の
業
績
の
偉
大
さ

が
偲
ば
れ
る
一
幕
で
も
あ
り
ま
し
た
。
修
復
に

は
1
か
月
程
か
か
り
ま
し
た
が
、
建
立
当
時
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
礎
石

の
中
は
土
を
詰
め
た
だ
け
の
簡
素
な
も
の
で
強

度
的
に
も
弱
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、

今
回
の
修
復
で
は
基
礎
部
分
か
ら
全
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
て
積
み
上
げ
、
地
震
に
も
耐
え

る
頑
丈
な
造
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
里
育
成
神
社
の
例
大
祭
で
あ
る
9
月
8
日

に
は
、
上
里
地
区
の
方
々
と
当
法
人
理
事
長
ほ

か
役
員
も
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
石
碑
修
復

事
業
の
完
成
を
祝
い
、
式
の
あ
と
の
交
流
会
に

お
い
て
は
地
区
代
表
の
冨
樫
順
悦
様
は
じ
め
地

域
住
民
の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
こ
と
を
機
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々

と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
い
う
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

～
社
会
福
祉
法
人
小
樽
育
成
院
の
歴
史
を
永と

わ遠
に
～

初
代
院
長

　
　

輿
水
伊
代
吉
石
碑
の
修
復

石碑の周辺の上里育成神社境内の様子

石碑の台座裏面の刻字、当法人の修復寄進 石碑完成式の出席者参拝風景

例大祭終了後、地元の方々との交流の様子

修復直後の石碑、周囲も整えられています 6月はじめの輿水氏の石碑の修復前の様子

　
養
護
小
樽
育
成
院
で
は
、「
喫
茶
え
が
お
」・「
遊

ぼ
う
会
」
な
ど
、
毎
月
の
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
『
虹
の
会
』
の
皆
様
方
に
よ

り
利
用
者
様
の
お
相
手
を
し
た
り
、
喫
茶
の
お

手
伝
い
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
新
し
く
『
ハ
ー
モ
ニ
カ
』
の

音
色
に
合
わ
せ
て
利
用
者
様
が
一
緒
に
歌
唱
す

る
、
セ
ラ
ピ
ー
活
動
を
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
趣
味
の
『
華
道
』『
茶
道
』『
詩
吟
』

等
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
の
先
生
と
し
て
指
導

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。『
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

の
方
は
、
長
年
に
渡
り
理
容
奉
仕
会
の
諸
先
輩

か
ら
引
継
ぎ
、
毎
月
、
利
用
者
様
に
理
容
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、年
１
回
『
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
』
を
や
っ

て
頂
い
て
い
る
札
幌
在
住
の
方
も
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
北
海
道
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

や
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て

お
り
、
年
50
回
ほ
ど
札
幌
を
中
心
に
福
祉
施
設

の
慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
談
会
」
の

中
か
ら
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
コ
ラ
ボ
活
動

の
意
見
が
あ
り
、
早
速
、
今
年
の
新
年
会
で
企

画
し
、
利
用
者
様
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
来
年
も
新
た
な

企
画
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
養
や
す
ら
ぎ
荘
で
は
、
地
域
住
民
を
は
じ

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
施
設
で
は
、『
三
期
会
』
と
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
来
訪
さ
れ
、
私
た
ち
職
員
同

様
、
利
用
者
様
を
支
え
る
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
活
躍
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

毎
月
開
催
さ
れ
る
「
花
サ
ー
ク
ル
」
で
は
、

利
用
者
様
と
一
緒
に
花
を
活
け
た
り
、「
茶
話
会
」

の
催
し
で
は
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
利
用
者
様
同
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も「
唐

門
祭
り
」
や
「
盆
踊
り
・
花
火
大
会
」
に
は
利

用
者
様
の
誘
導
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
利
用
者
様

も
気
軽
に
お
話
が
で
き
る
と
大
変
好
評
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
施
設
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
、
利
用
者
様
が
楽
し

み
を
持
っ
て
い
き
い
き
と
生
活
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
音
楽
セ
ラ

ピ
ー
は
、
懐
メ
ロ
や
童
謡
な
ど
を
鈴
や
鳴
子
・

太
鼓
な
ど
を
用
い
て
一
緒
に
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
様
か
ら
曲

の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ

り
、
大
変
人
気
の
あ

る
活
動
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

絵
画
サ
ー
ク
ル

で
は
、
先
生
が
、
小

樽
の
風
景
や
植
物
な

ど
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て

来
て
下
さ
り
、
そ
こ
に
色
鉛
筆
や
ク
レ
ヨ
ン
を
使

用
し
色
を
塗
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、『
虹
の
会
』
の
皆
様
に
よ
り
、
お
雛
様

や
五
月
人
形
の
飾
り
付
け
や
、
季
節
の
ド
ラ
イ

ブ
の
付
添
い
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
内
外
の
活
動
に

手
伝
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

～
利
用
者
様
と
と
も
に
楽
し
く
活
動
～

各
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介

先生のハーモニカの音色に合わせ、

歌唱する皆さん

秋晴れの日に、朝里ダムの展望台でハイ・ポーズ！ 

各ボランティアさんが一同に会して懇談会

あら不思議？色とりどりのハンカチ！

私の生けたお花どうでしょうか。完璧！

私の絵の具の色具合はどうでしょうか

　
法
人
が
運
営
す
る
各
施
設
で
は
、
利
用
者
様
に
日
々
の
生
活
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
職
員
だ
け
で
行
事
を
運
営
す

る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
利
用
者
様
の
車
椅
子
の
誘
導
や
お
話
相
手
な
ど
に
は
多
く
の
人
手
を
必

要
と
し
ま
す
。
今
回
は
各
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

「虹の会」ボランティアさんとお買い物
えがお　Vol.48えがお　Vol.48




